
三
方
原
用
水
の
歴
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と
浜
松
市
の
発
展

│
お
二
人
に
は
、
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
は
じ
め
に
、
馬
淵
所
長
と
仁
後
所
長
に
、
自
己
紹
介

を
兼
ね
て
お
伺
い
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
職
歴
や
当
地
に

配
属
さ
れ
た
時
の
印
象
等
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
、
馬
淵
所
長
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

馬
淵　

こ
こ
三
回
は
国
営
事
業
所
勤
務
で
す
。
前
任
地
は

千
葉
県
内
の
畑
作
地
帯
で
の
新
規
畑
か
ん
事
業
、
そ
の
前

は
富
山
県
内
で
農
地
防
災
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

当
地
で
は
か
ん
排
の
二
期
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
一
期

事
業
に
は
な
い
制
約
や
難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
業
務
を
進

め
て
い
ま
す
。
静
岡
県
勤
務
は
初
め
て
で
す
が
、
入
省
し

て
初
め
て
の
現
場
が
隣
の
豊
橋
市
に
あ
っ
た
豊
川
用
水
の

事
業
所
で
し
た
の
で
懐
か
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は

温
暖
な
気
候
で
過
ご
し
や
す
い
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
秋
冬

の
空
気
が
澄
ん
だ
日
に
は
遠
く
に
富
士
を
望
み
、
静
岡
に

い
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま
す
。

│
で
は
次
に
、
仁
後
所
長
、
お
願
い
し
ま
す
。
入
社
以

来
、
農
業
農
村
整
備
事
業
を
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ

う
な
工
事
現
場
を
経
験
さ
れ
て
き
ま
し
た
か
。
ま
た
、
そ

の
経
験
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
の
度
、
農
業
農
村
整
備
事
業

の
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
感
想
や
抱

負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

仁
後　

私
は
平
成
六
年
に
大
本
組
に
入
社
し
て
以
来
、
道

路
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
主
と
し
て
勤
務
し
て
き
ま
し
た
。
農

業
農
村
整
備
事
業
と
し
て
は
、
吉
野
川
下
流
域
に
て
二
連

箱
型
水
路
の
構
築
を
経
験
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
、
本

工
事
の
担
当
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
小
断
面
N
A
T
M

工
法
の
経
験
は
あ
る
も
の
の
、
内
空
断
面
の
直
径
及
び
高

さ
が
一
・
八
m
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
最
小
断
面
で
の
矢
板

国営事業地区探訪

浜松の発展を支えてきた三方原用水　
  施設改修によりさらなる豊穣の未来へ！

静岡県浜松市に広がる三方原台地は、かつて不毛の大地と呼ばれていたが、三方原用水のおかげ
で、全国屈指の畑作農業地帯として発展を続けている。この三方原用水の老朽化対策に加え、耐
震化対策などを目的に二期事業が着工し、その基幹施設である導水幹線水路のバイパストンネル
工事が実施されている。今回、本プロジェクトの責任者である関東農政局三方原用水二期農業水
利事業所の馬淵所長と㈱大本組三方原５号・６号トンネル作業所の仁後所長にお話を伺った。

国営事業地区探訪

工
法
は
初
め
て
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
仮
設
計

画
か
ら
ト
ン
ネ
ル
機
械
の
選
定
、
施
工
方
法
、
安
全
管
理

に
至
る
ま
で
、
自
分
の
経
験
だ
け
で
は
な
く
、
矢
板
工
法

経
験
者
か
ら
の
意
見
や
過
去
の
施
工
事
例
等
を
踏
ま
え
、

初
心
に
立
ち
返
り
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

昼
夜
作
業
を
伴
う
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
お
い
て
、
働
き
方
改

革
も
推
進
し
つ
つ
、
無
事
故
無
災
害
で
工
事
を
完
遂
し
な

け
れ
ば
と
重
責
を
感
じ
て
い
ま
す
。

│
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
、
馬
淵
所
長
に
、

今
回
、
探
訪
さ
せ
て
い
た
だ
く
三
方
原
用
水
の
歴
史
や
概

要
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

馬
淵　

こ
の
地
は
、
歴
史
的
に
は
、
若
き
日
の
徳
川
家
康

が
浜
松
城
に
居
城
し
て
い
る
際
、
武
田
信
玄
に
惨
敗
を
喫

し
た
三
方
ケ
原
の
戦
い
が
あ
っ
た
場
所
で
す
。
ま
た
、
令

和
の
元
号
の
出
典
で
あ
る
万
葉
集
、
そ
の
万
葉
集
研
究
で

知
ら
れ
る
国
学
の
祖
、
賀
茂
真
淵
は
江
戸
時
代
中
期
の
浜

松
の
出
身
で
す
。

　

現
在
の
浜
松
は
、
農
業
、
工
業
と
も
盛
ん
で
、
市
町
村

別
農
業
生
産
額
全
国
七
位
、
工
業
出
荷
額
二
一
位
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
浜
松
が
現
在
の
形
に
な
る
ま
で
は

多
く
の
人
の
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
。
当
地
は
か
つ
て
農
業

に
不
適
と
さ
れ
る
強
酸
性
土
壌
に
覆
わ
れ
、
ま
た
、
台
地

上
へ
の
用
水
の
導
水
が
困
難
な
不
毛
の
台
地
と
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
明
治
は
じ
め
に
は
浜
松
の
事
業
家
で
あ
る
金

原
明
善
が
「
暴
れ
天
竜
」
の
治
山
治
水
事
業
を
行
っ
た
ほ

か
、
利
水
面
で
は
資
産
を
投
げ
打
っ
て
天
竜
川
か
ら
水
を

引
く
こ
と
を
計
画
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
成
し
遂

げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
彼
は
今
の
三
方
原

用
水
に
つ
な
が
る
疎
水
計
画
を
作
っ
た
と
し
て
、
毎
年
命

日
で
あ
る
一
月
十
四
日
に
は
妙
恩
寺
に
お
い
て
明
善
祭
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
令
和
四
年
に
没
後
一
〇
〇
年
を
迎
え

る
今
で
も
地
元
か
ら
大
き
な
尊
敬
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
遠
州
、
浜
松
に
関
係
す
る
偉
人

は
徳
川
家
康
、
賀
茂
真
淵
、
金
原
明
善
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
代
に
お
い
て
も
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
創
始
者
豊

田
佐
吉
、
ホ
ン
ダ
創
業
者
本
田
宗
一
郎
、
ス
ズ
キ
創
業
者

鈴
木
道
夫
な
ど
数
々
の
実
業
家
が
生
ま
れ
育
っ
て
お
り
、

「
出
世
の
街
浜
松
」
と
い
う
の
も
頷
け
ま
す
。
よ
そ
も
の

を
排
除
し
な
い
自
由
さ
、
強
い
独
立
の
気
概
を
持
っ
て
い

る
こ
の
風
土
に
由
来
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

│
本
題
に
入
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
国
営
事
業

の
歴
史
に
つ
い
て
で
す
。
現
在
の
農
地
や
か
ん
が
い
施
設

は
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
き
た
の
か
、
前
身
の
国
営
事

業
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

馬
淵　

金
原
明
善
以
降
の
三
方
原
用
水
地
区
の
経
緯
を
簡

単
に
た
ど
っ
て
み
ま
す
と
、
戦
後
、
深
刻
な
食
料
不
足
を

打
開
す
る
た
め
、
復
員
軍
人
や
近
隣
農
家
の
二
、三
男
な

ど
に
新
規
の
農
地
開
墾
を
奨
励
し
、
昭
和
二
十
年
に
「
国

営
三
方
原
開
拓
建
設
事
業
」
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
昭
和
二
十
七
年
に
特
殊
法
人
の
電
源
開
発
株

式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
庄
川
、
只
見
川
と
共
に
天
竜
川
が

重
点
開
発
地
点
と
し
て
選
ば
れ
、
大
規
模
発
電
用
ダ
ム
を

建
設
し
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
二
十
九
年
に
は
、
そ
の
建
設
と
併
せ
て
、
豊
川
用
水
や

三
方
原
用
水
の
農
業
用
水
な
ど
に
も
利
用
す
る
「
天
竜
奥

三
河
特
定
地
域
総
合
開
発
計
画
」
が
国
土
総
合
開
発
法
に

基
づ
き
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
電
源
開
発
の
た

め
の
秋
葉
ダ
ム
を
利
用
し
て
天
竜
川
か
ら
取
水
す
る
三
方

原
用
水
の
建
設
が
計
画
さ
れ
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
昭
和

四
十
五
年
ま
で
前
歴
国
営
事
業
の
施
設
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
四
十
四
年
か
ら
は
県
営
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
、

つ
い
に
三
方
原
台
地
へ
の
農
業
用
水
供
給
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
農
家
の
、
そ
し
て
金
原
明
善
の
夢
が
か
な
っ
た
瞬

間
で
す
。

　

そ
の
後
、
不
毛
の
地
と
言
わ
れ
た
台
地
は
今
で
は
多
様

な
営
農
を
展
開
す
る
畑
作
地
帯
へ
と
変
貌
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
増
大
す
る
需
要
を
賄
う
水
道
用
水
、
工
業
用
水
も

併
せ
て
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
浜
松
市
の
そ
の
後
の

発
展
を
大
き
く
支
え
て
き
ま
し
た
。

│
次
に
、
実
施
中
の
二
期
事
業
に
絞
っ
て
話
を
お
伺
い

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
国
営
事
業
で
整
備
し
て
き
た
基
幹
的

な
農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
対
応
だ
け
で
は
な
く
、東
海
・

東
南
海
・
南
海
地
震
か
ら
、
生
命
・
財
産
及
び
産
業
を
守

る
た
め
の
耐
震
化
対
策
を
行
う
事
業
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ
た
に
至
っ
た
背
景
や

こ
の
二
期
事
業
の
事
業
概
要
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
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入
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場
が
隣
の
豊
橋
市
に
あ
っ
た
豊
川
用
水
の

事
業
所
で
し
た
の
で
懐
か
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は

温
暖
な
気
候
で
過
ご
し
や
す
い
と
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だ
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に
は
遠
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望
み
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に
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る
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実
感
で
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ま
す
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で
は
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に
、
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後
所
長
、
お
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ま
す
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入
社
以

来
、
農
業
農
村
整
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事
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を
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ど
の
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現
場
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ま
た
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す
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想
や
抱
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六
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に
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入
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来
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事
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に
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連
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こ
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の
担
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と
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面
N
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も
の
の
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内
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無
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で
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け
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ば
と
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感
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│
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
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。
で
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長
に
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、
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水
の
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お
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い
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ま
す
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馬
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こ
の
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、
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史
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に
は
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き
日
の
徳
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家
康

が
浜
松
城
に
居
城
し
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い
る
際
、
武
田
信
玄
に
惨
敗
を
喫

し
た
三
方
ケ
原
の
戦
い
が
あ
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た
場
所
で
す
。
ま
た
、
令

和
の
元
号
の
出
典
で
あ
る
万
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集
、
そ
の
万
葉
集
研
究
で

知
ら
れ
る
国
学
の
祖
、
賀
茂
真
淵
は
江
戸
時
代
中
期
の
浜

松
の
出
身
で
す
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現
在
の
浜
松
は
、
農
業
、
工
業
と
も
盛
ん
で
、
市
町
村

別
農
業
生
産
額
全
国
七
位
、
工
業
出
荷
額
二
一
位
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
浜
松
が
現
在
の
形
に
な
る
ま
で
は

多
く
の
人
の
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
。
当
地
は
か
つ
て
農
業

に
不
適
と
さ
れ
る
強
酸
性
土
壌
に
覆
わ
れ
、
ま
た
、
台
地

上
へ
の
用
水
の
導
水
が
困
難
な
不
毛
の
台
地
と
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
明
治
は
じ
め
に
は
浜
松
の
事
業
家
で
あ
る
金

原
明
善
が
「
暴
れ
天
竜
」
の
治
山
治
水
事
業
を
行
っ
た
ほ

か
、
利
水
面
で
は
資
産
を
投
げ
打
っ
て
天
竜
川
か
ら
水
を

引
く
こ
と
を
計
画
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
成
し
遂

げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
彼
は
今
の
三
方
原

用
水
に
つ
な
が
る
疎
水
計
画
を
作
っ
た
と
し
て
、
毎
年
命

日
で
あ
る
一
月
十
四
日
に
は
妙
恩
寺
に
お
い
て
明
善
祭
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
令
和
四
年
に
没
後
一
〇
〇
年
を
迎
え

る
今
で
も
地
元
か
ら
大
き
な
尊
敬
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
遠
州
、
浜
松
に
関
係
す
る
偉
人

は
徳
川
家
康
、
賀
茂
真
淵
、
金
原
明
善
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
代
に
お
い
て
も
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
創
始
者
豊

田
佐
吉
、
ホ
ン
ダ
創
業
者
本
田
宗
一
郎
、
ス
ズ
キ
創
業
者

鈴
木
道
夫
な
ど
数
々
の
実
業
家
が
生
ま
れ
育
っ
て
お
り
、

「
出
世
の
街
浜
松
」
と
い
う
の
も
頷
け
ま
す
。
よ
そ
も
の

を
排
除
し
な
い
自
由
さ
、
強
い
独
立
の
気
概
を
持
っ
て
い

る
こ
の
風
土
に
由
来
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

│
本
題
に
入
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
国
営
事
業

の
歴
史
に
つ
い
て
で
す
。
現
在
の
農
地
や
か
ん
が
い
施
設

は
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
き
た
の
か
、
前
身
の
国
営
事

業
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

馬
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金
原
明
善
以
降
の
三
方
原
用
水
地
区
の
経
緯
を
簡

単
に
た
ど
っ
て
み
ま
す
と
、
戦
後
、
深
刻
な
食
料
不
足
を

打
開
す
る
た
め
、
復
員
軍
人
や
近
隣
農
家
の
二
、三
男
な

ど
に
新
規
の
農
地
開
墾
を
奨
励
し
、
昭
和
二
十
年
に
「
国

営
三
方
原
開
拓
建
設
事
業
」
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
昭
和
二
十
七
年
に
特
殊
法
人
の
電
源
開
発
株

式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
庄
川
、
只
見
川
と
共
に
天
竜
川
が

重
点
開
発
地
点
と
し
て
選
ば
れ
、
大
規
模
発
電
用
ダ
ム
を

建
設
し
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
二
十
九
年
に
は
、
そ
の
建
設
と
併
せ
て
、
豊
川
用
水
や

三
方
原
用
水
の
農
業
用
水
な
ど
に
も
利
用
す
る
「
天
竜
奥

三
河
特
定
地
域
総
合
開
発
計
画
」
が
国
土
総
合
開
発
法
に

基
づ
き
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
電
源
開
発
の
た

め
の
秋
葉
ダ
ム
を
利
用
し
て
天
竜
川
か
ら
取
水
す
る
三
方

原
用
水
の
建
設
が
計
画
さ
れ
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
昭
和

四
十
五
年
ま
で
前
歴
国
営
事
業
の
施
設
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
四
十
四
年
か
ら
は
県
営
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
、

つ
い
に
三
方
原
台
地
へ
の
農
業
用
水
供
給
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
農
家
の
、
そ
し
て
金
原
明
善
の
夢
が
か
な
っ
た
瞬

間
で
す
。

　

そ
の
後
、
不
毛
の
地
と
言
わ
れ
た
台
地
は
今
で
は
多
様

な
営
農
を
展
開
す
る
畑
作
地
帯
へ
と
変
貌
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
増
大
す
る
需
要
を
賄
う
水
道
用
水
、
工
業
用
水
も

併
せ
て
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
浜
松
市
の
そ
の
後
の

発
展
を
大
き
く
支
え
て
き
ま
し
た
。

│
次
に
、
実
施
中
の
二
期
事
業
に
絞
っ
て
話
を
お
伺
い

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
国
営
事
業
で
整
備
し
て
き
た
基
幹
的

な
農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
対
応
だ
け
で
は
な
く
、東
海
・

東
南
海
・
南
海
地
震
か
ら
、
生
命
・
財
産
及
び
産
業
を
守

る
た
め
の
耐
震
化
対
策
を
行
う
事
業
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ
た
に
至
っ
た
背
景
や

こ
の
二
期
事
業
の
事
業
概
要
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
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馬
淵　

本
地
区
は
、
静
岡
県
西
部
の
浜
松
市
の
農
地
を
対

象
と
し
て
、
主
に
農
業
用
水
を
安
定
供
給
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
天
竜
川
を
水
源
と
し
て
、
秋
葉

ダ
ム
右
岸
か
ら
取
水
後
は
、
三
方
原
台
地
に
導
水
す
る
た

め
の
「
導
水
幹
線
」
と
、
そ
こ
か
ら
農
地
に
農
業
用
水
を

配
水
す
る
た
め
の
「
北
部
幹
線
」、「
南
部
幹
線
」
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
地
区
の
基
幹
的
な
農
業
水
利
施
設
は
造
成
後
五
〇
年

ほ
ど
が
経
過
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
や
欠
損
、

目
地
の
開
き
に
よ
る
漏
水
な
ど
、
機
能
低
下
が
進
行
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
老
朽
化
の
進
行
に
よ
り

用
水
の
安
定
供
給
に
支
障
を
来
す
ほ
か
、
維
持
管
理
に
多

大
な
費
用
と
労
力
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
万

が
一
送
水
停
止
と
な
っ
た
場
合
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

だ
け
で
な
く
、
市
民
生
活
や
工
場
に
お
け
る
生
産
な
ど
、

社
会
的
影
響
は
甚
大
に
な
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
劣
化
箇
所
に
つ
い
て
、
老
朽
化
対
策
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
浜
松
市
は
静
岡
県
西
部
に
位
置
し
、
南
海
ト

ラ
フ
を
震
源
と
す
る
大
規
模
地
震
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
、

農
業
用
水
、
工
業
用
水
、
水
道
用
水
を
供
給
す
る
重
要
な

施
設
で
あ
り
大
規
模
地

震
に
対
す
る
対
策
が
急

務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
共

用
施
設
で
重
要
な
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は

耐
震
化
対
策
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
導
水
幹
線
上
流
部

は
山
間
部
に
あ
り
ま
す

が
、
大
地
震
な
ど
不
測
の

事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
道
路
が
寸
断
さ
れ
速
や
か
な
復

旧
が
困
難
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
壊
れ
に
く
い

構
造
と
す
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
内
部
の
補
強
や
、
開
水
路

上
部
に
鋼
材
を
設
置
し
て
補
強
す
る
な
ど
の
対
策
を
実
施

し
ま
す
。

　

更
に
、
近
年
の
営
農
形
態
の
変
化
に
伴
い
用
水
需
要
が

集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
当
地
区
の
幹
線
水
路

が
開
水
路
タ
イ
プ
で
あ
り
用
水
需
要
へ
の
応
答
時
間
が
遅

く
、
秋
葉
取
水
口
か
ら
国
営
最
下
流
ま
で
七
時
間
程
度
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
な
ど
が
営
農
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
農
地
に
近
い
と
こ
ろ
に
、

調
整
池
を
五
箇
所
新
設
し
ま
し
た
。

導
水
幹
線
水
路
の
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
と
は

│
こ
の
二
期
事
業
の
重
要
性
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

で
は
、
以
上
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
現
在
、
大
本
組
さ
ん
が

施
工
し
て
い
る
導
水
幹
線
水
路
五
号
、
六
号
バ
イ
パ
ス
ト

ン
ネ
ル
工
事
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
事
業
計
画
の
中

で
、
こ
の
「
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
」
の
役
割
や
機
能
は
、

ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

馬
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五
号
、
六
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
は
、
三
方
原
用

水
導
水
幹
線
水
路
に
沿
っ
て
つ
く
り
ま
す
。
本
線
で
あ
る

導
水
幹
線
水
路
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
必
要
が
あ
る
の

で
す
が
、
農
業
用
水
の
ほ
か
、
水
道
用
水
、
工
業
用
水
も

導
水
し
て
い
る
た
め
、
秋
葉
取
水
口
で
取
水
を
止
め
ら
れ

る
の
が
週
一
日
、
六
時
間
の
み
と
非
常
に
厳
し
く
、
非
常

に
短
い
時
間
内
で
の
工
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
両
バ

イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
に
沿
っ
た
区
間
は
耐
震
補
強
、
補
修
箇

所
が
多
い
た
め
、
取
水
し
た
水
を
五
号
、
六
号
バ
イ
パ
ス

ト
ン
ネ
ル
に
移
し
そ
の
間
に
導
水
幹
線
の
耐
震
化
等
の
工

事
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
言
わ
ば
本
線
仮
廻
し
の

た
め
に
必
要
な
重
要
施
設
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

│
で
は
、
仁
後
所
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。
実
際
に
、
工

事
現
場
に
立
ち
、
こ
の
工
事
の
全
貌
を
把
握
し
た
時
の
第

一
印
象
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
工
事
の
現
場

条
件
や
技
術
面
で
留
意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

分
析
さ
れ
た
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

仁
後　

五
号
、
六
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
は
、
高
位
段
丘

堆
積
物
で
構
成
さ
れ
る
土
砂
ト
ン
ネ
ル
で
、
礫
質
土
を
主

体
と
し
て
、
砂
質
土
層
や
固
結
粘
性
土
が
挟
ま
れ
る
構
成

と
な
っ
て
お
り
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
方
式
は
機
械
掘
削
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
土
被
り
は
最
大
五
四
m
程
度
で
、
地
山

強
度
比
は
五
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
が
一
・
〇
六
程
度
、

六
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
が
〇
・
八
五
程
度
と
小
さ
め
で

す
。
こ
の
た
め
、
切
羽
の
自
立
性
の
確
保
や
砂
質
土
層
で

の
湧
水
に
よ
る
切
羽
の
流
出
や
崩
壊
対
策
の
必
要
性
が
あ

る
の
か
な
ど
、
様
々
な
状
況
が
想
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う

導水幹線水路
（既設）

5号バイパス
トンネル

5 号バイパストンネル上流側全景

三方原用水二期地区の概要

関係市 静岡県浜松市

受益面積 3,310ha
（水田：638ha、畑 2,672ha）

主
要
工
事
計
画 

取水口 1箇所（改修）

用水路 39.2km（改修）

調整池 5箇所（新設）

水管理施設 1式（改修）

国営事業地区探訪

し
た
切
羽
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、

私
が
最
も
危
惧
し
た
こ
と
は
、
最
小
断
面
下
で
の
施
工
安

全
性
の
確
保
で
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
坑
内
で
の
ト
ン
ネ
ル
機

械
に
よ
る
挟
ま
れ
災
害
防
止
対
策
や
、
携
帯
電
話
通
信
不

可
状
況
下
に
お
け
る
緊
急
時
の
初
動
対
応
の
遅
れ
が
生
じ

な
い
よ
う
、
対
策
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

前
方
確
認
用
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
と
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
の
活
用

│
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
さ
れ
た
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

仁
後　

ト
ン
ネ
ル
坑
内
で
の
労
働
災
害
は
、
重
篤
災
害
と

な
る
危
険
性
が
高
い
で
す
。

小
断
面
レ
ー
ル
工
法
で
は
、

長
い
編
成
の
作
業
機
械
前
方

の
安
全
確
認
を
、
最
後
尾
の

バ
ッ
テ
リ
ー
ロ
コ
運
転
席
か

ら
の
目
視
確
認
し
か
で
き
な

い
た
め
、
先
頭
車
両
前
方
や

連
結
箇
所
の
状
況
を
十
分
に

把
握
で
き
ず
、
労
働
者
と
の

接
触
や
挟
ま
れ
災
害
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で

当
現
場
を
実
証
試
験
場
と
し

て
、
小
断
面
レ
ー
ル
工
法
の

複
数
作
業
機
材
の
見
え
る
化

「
前
方
確
認
用
カ
メ
ラ
シ
ス

テ
ム
：N

ET
IS
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」
を
実
用

化
し
、
接
触
災
害
等
を
未
然

に
防
止
す
る
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
の
概
要
は
、
狭
小
空
間
か
つ
長
距
離
で
も
安

定
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
通
信
で
き
る
無
線
通
信
を
使
用

し
て
、
先
頭
車
両
（
掘
削
機
）
に
推
進
方
向
を
撮
影
す
る

無
線
カ
メ
ラ
と
次
車
両
（
シ
ャ
ト
ル
カ
ー
）
に
前
方
下
面

方
向
を
撮
影
す
る
無
線
カ
メ
ラ
計
二
台
を
設
置
し
、
バ
ッ

テ
リ
ー
ロ
コ
運
転
席
に
設
置
し
た
受
信
モ
ニ
タ
に
よ
り

バ
ッ
テ
リ
ー
ロ
コ
運
転
手
が
モ
ニ
タ
を
介
し
、
よ
り
安
全

に
目
視
確
認
操
作
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
活
用
方
法
で
す
が
、「
①
掘
削
機

切
羽
移
動
時
」
で
は
、
掘
削
機
と
シ
ャ
ト
ル
カ
ー
（
掘
削

土
を
運
搬
す
る
車
両
）
を
連
結
し
た
状
態
で
切
羽
ま
で
移

動
し
ま
す
。
こ
の
際
、
掘
削
機
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
で
先

頭
車
両
前
方
に
人
が
い
な
い
か
な
ど
確
認
で
き
ま
す
。「
②

移
動
後
、
連
結
切
離
」
で
は
、
切
羽
に
移
動
完
了
後
、
掘

削
機
と
シ
ャ
ト
ル
カ
ー
の
連
結
切
り
離
し
を
行
う
際
、

シ
ャ
ト
ル
カ
ー
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
で
作
業
員
が
連
結
棒

の
ピ
ン
取
り
外
し
作
業
が
完
了
し
て
い
る
か
ど
う
か
確
認

で
き
ま
す
。

　
「
③
掘
削
完
了
後
、
シ
ャ
ト
ル
カ
ー
誘
導
時
」
で
は
、

掘
削
機
を
後
進
さ
せ
る
た
め
シ
ャ
ト
ル
カ
ー
に
連
結
す
る

際
に
、
シ
ャ
ト
ル
カ
ー
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
に
よ
り
誘
導

員
を
目
視
確
認
で
き
ま
す
。「
④
掘
削
機
と
シ
ャ
ト
ル
カ
ー

連
結
時
」
で
は
、
掘
削
機
と
シ
ャ
ト
ル
カ
ー
の
連
結
を
行

う
際
、
シ
ャ
ト
ル
カ
ー
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
で
作
業
員
が

連
結
棒
の
ピ
ン
取
付
け
作
業
が
完
了
し
て
い
る
か
ど
う
か

前方確認用カメラシステムの具体的な活用方法

①掘削機切羽移動時

②移動後、連結切離

下面方向を撮影

下面方向を撮影
（従業員の手元確認も可能）

切り離し箇所
（連結棒をピン取り外しにて）

推進方向を撮影切羽付近まで推進運転にて移動

連結ピン取外し後、坑口側へ後進

バッテリーロコ
（駆動車）

シャトルカー 堀削機

バッテリーロコ
（駆動車）

シャトルカー 堀削機

推進方向

切 

羽

切 

羽

坑 

口 

側

坑 

口 

側

③掘削完了後、シャトルカー誘導時

④掘削機とシャトルカー連結時

下面方向を撮影
推進方向（切羽）を撮影作業員の指示に従い連結部まで推進

作業員の指示に従い連結部まで推進⇔後進の微調整で連結ピン取付

バッテリーロコ
（駆動車）

シャトルカー 堀削機

バッテリーロコ
（駆動車）

シャトルカー 堀削機

推進

推進

推進後進

切 

羽

坑 

口 

側

坑 

口 

側
切 

羽

坑口側

バッテリーロコ
（駆動車）

シャトルカー

運転席からの視界

最後尾ロコ運転席からの目視確認
【従来技術】

前方確認用カメラ2台で見える化
【新技術】

運転席からは先頭車両前方や連結
作業箇所の状況が目視できない

カメラ設置により運転席モニタで目視可能となるため、
より安全に注意しながら運転操作が可能となる

堀削機

運転席受信側アンテナ

運転席受信側モニタ

先頭車両発信側カメラ

カメラ カメラ
推進

切羽付近まで推進運転にて移動

モニタ映像

切 

羽

前方確認用カメラシステム概要
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馬
淵　

本
地
区
は
、
静
岡
県
西
部
の
浜
松
市
の
農
地
を
対

象
と
し
て
、
主
に
農
業
用
水
を
安
定
供
給
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
天
竜
川
を
水
源
と
し
て
、
秋
葉

ダ
ム
右
岸
か
ら
取
水
後
は
、
三
方
原
台
地
に
導
水
す
る
た

め
の
「
導
水
幹
線
」
と
、
そ
こ
か
ら
農
地
に
農
業
用
水
を

配
水
す
る
た
め
の
「
北
部
幹
線
」、「
南
部
幹
線
」
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
地
区
の
基
幹
的
な
農
業
水
利
施
設
は
造
成
後
五
〇
年

ほ
ど
が
経
過
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
や
欠
損
、

目
地
の
開
き
に
よ
る
漏
水
な
ど
、
機
能
低
下
が
進
行
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
老
朽
化
の
進
行
に
よ
り

用
水
の
安
定
供
給
に
支
障
を
来
す
ほ
か
、
維
持
管
理
に
多

大
な
費
用
と
労
力
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
万

が
一
送
水
停
止
と
な
っ
た
場
合
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

だ
け
で
な
く
、
市
民
生
活
や
工
場
に
お
け
る
生
産
な
ど
、

社
会
的
影
響
は
甚
大
に
な
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
劣
化
箇
所
に
つ
い
て
、
老
朽
化
対
策
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
浜
松
市
は
静
岡
県
西
部
に
位
置
し
、
南
海
ト

ラ
フ
を
震
源
と
す
る
大
規
模
地
震
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
、

農
業
用
水
、
工
業
用
水
、
水
道
用
水
を
供
給
す
る
重
要
な

施
設
で
あ
り
大
規
模
地

震
に
対
す
る
対
策
が
急

務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
共

用
施
設
で
重
要
な
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は

耐
震
化
対
策
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
導
水
幹
線
上
流
部

は
山
間
部
に
あ
り
ま
す

が
、
大
地
震
な
ど
不
測
の

事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
道
路
が
寸
断
さ
れ
速
や
か
な
復

旧
が
困
難
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
壊
れ
に
く
い

構
造
と
す
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
内
部
の
補
強
や
、
開
水
路

上
部
に
鋼
材
を
設
置
し
て
補
強
す
る
な
ど
の
対
策
を
実
施

し
ま
す
。

　

更
に
、
近
年
の
営
農
形
態
の
変
化
に
伴
い
用
水
需
要
が

集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
当
地
区
の
幹
線
水
路

が
開
水
路
タ
イ
プ
で
あ
り
用
水
需
要
へ
の
応
答
時
間
が
遅

く
、
秋
葉
取
水
口
か
ら
国
営
最
下
流
ま
で
七
時
間
程
度
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
な
ど
が
営
農
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
農
地
に
近
い
と
こ
ろ
に
、

調
整
池
を
五
箇
所
新
設
し
ま
し
た
。

導
水
幹
線
水
路
の
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
と
は

│
こ
の
二
期
事
業
の
重
要
性
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

で
は
、
以
上
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
現
在
、
大
本
組
さ
ん
が

施
工
し
て
い
る
導
水
幹
線
水
路
五
号
、
六
号
バ
イ
パ
ス
ト

ン
ネ
ル
工
事
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
事
業
計
画
の
中

で
、
こ
の
「
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
」
の
役
割
や
機
能
は
、

ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

馬
淵　

五
号
、
六
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
は
、
三
方
原
用

水
導
水
幹
線
水
路
に
沿
っ
て
つ
く
り
ま
す
。
本
線
で
あ
る

導
水
幹
線
水
路
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
必
要
が
あ
る
の

で
す
が
、
農
業
用
水
の
ほ
か
、
水
道
用
水
、
工
業
用
水
も

導
水
し
て
い
る
た
め
、
秋
葉
取
水
口
で
取
水
を
止
め
ら
れ

る
の
が
週
一
日
、
六
時
間
の
み
と
非
常
に
厳
し
く
、
非
常

に
短
い
時
間
内
で
の
工
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
両
バ

イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
に
沿
っ
た
区
間
は
耐
震
補
強
、
補
修
箇

所
が
多
い
た
め
、
取
水
し
た
水
を
五
号
、
六
号
バ
イ
パ
ス

ト
ン
ネ
ル
に
移
し
そ
の
間
に
導
水
幹
線
の
耐
震
化
等
の
工

事
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
言
わ
ば
本
線
仮
廻
し
の

た
め
に
必
要
な
重
要
施
設
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

│
で
は
、
仁
後
所
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。
実
際
に
、
工

事
現
場
に
立
ち
、
こ
の
工
事
の
全
貌
を
把
握
し
た
時
の
第

一
印
象
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
工
事
の
現
場

条
件
や
技
術
面
で
留
意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

分
析
さ
れ
た
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

仁
後　

五
号
、
六
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
は
、
高
位
段
丘

堆
積
物
で
構
成
さ
れ
る
土
砂
ト
ン
ネ
ル
で
、
礫
質
土
を
主

体
と
し
て
、
砂
質
土
層
や
固
結
粘
性
土
が
挟
ま
れ
る
構
成

と
な
っ
て
お
り
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
方
式
は
機
械
掘
削
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
土
被
り
は
最
大
五
四
m
程
度
で
、
地
山

強
度
比
は
五
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
が
一
・
〇
六
程
度
、

六
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
が
〇
・
八
五
程
度
と
小
さ
め
で

す
。
こ
の
た
め
、
切
羽
の
自
立
性
の
確
保
や
砂
質
土
層
で

の
湧
水
に
よ
る
切
羽
の
流
出
や
崩
壊
対
策
の
必
要
性
が
あ

る
の
か
な
ど
、
様
々
な
状
況
が
想
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う

導水幹線水路
（既設）

5号バイパス
トンネル

5 号バイパストンネル上流側全景

三方原用水二期地区の概要

関係市 静岡県浜松市

受益面積 3,310ha
（水田：638ha、畑 2,672ha）

主
要
工
事
計
画 

取水口 1箇所（改修）

用水路 39.2km（改修）

調整池 5箇所（新設）

水管理施設 1式（改修）

国営事業地区探訪

し
た
切
羽
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、

私
が
最
も
危
惧
し
た
こ
と
は
、
最
小
断
面
下
で
の
施
工
安

全
性
の
確
保
で
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
坑
内
で
の
ト
ン
ネ
ル
機

械
に
よ
る
挟
ま
れ
災
害
防
止
対
策
や
、
携
帯
電
話
通
信
不

可
状
況
下
に
お
け
る
緊
急
時
の
初
動
対
応
の
遅
れ
が
生
じ

な
い
よ
う
、
対
策
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

前
方
確
認
用
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
と
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
の
活
用

│
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
さ
れ
た
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

仁
後　

ト
ン
ネ
ル
坑
内
で
の
労
働
災
害
は
、
重
篤
災
害
と

な
る
危
険
性
が
高
い
で
す
。

小
断
面
レ
ー
ル
工
法
で
は
、

長
い
編
成
の
作
業
機
械
前
方

の
安
全
確
認
を
、
最
後
尾
の

バ
ッ
テ
リ
ー
ロ
コ
運
転
席
か

ら
の
目
視
確
認
し
か
で
き
な

い
た
め
、
先
頭
車
両
前
方
や

連
結
箇
所
の
状
況
を
十
分
に

把
握
で
き
ず
、
労
働
者
と
の

接
触
や
挟
ま
れ
災
害
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で

当
現
場
を
実
証
試
験
場
と
し

て
、
小
断
面
レ
ー
ル
工
法
の

複
数
作
業
機
材
の
見
え
る
化

「
前
方
確
認
用
カ
メ
ラ
シ
ス

テ
ム
：N

ET
IS

登
録
番
号 

Q
S-200060-A

」
を
実
用

化
し
、
接
触
災
害
等
を
未
然

に
防
止
す
る
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
の
概
要
は
、
狭
小
空
間
か
つ
長
距
離
で
も
安

定
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
通
信
で
き
る
無
線
通
信
を
使
用

し
て
、
先
頭
車
両
（
掘
削
機
）
に
推
進
方
向
を
撮
影
す
る

無
線
カ
メ
ラ
と
次
車
両
（
シ
ャ
ト
ル
カ
ー
）
に
前
方
下
面

方
向
を
撮
影
す
る
無
線
カ
メ
ラ
計
二
台
を
設
置
し
、
バ
ッ

テ
リ
ー
ロ
コ
運
転
席
に
設
置
し
た
受
信
モ
ニ
タ
に
よ
り

バ
ッ
テ
リ
ー
ロ
コ
運
転
手
が
モ
ニ
タ
を
介
し
、
よ
り
安
全

に
目
視
確
認
操
作
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
活
用
方
法
で
す
が
、「
①
掘
削
機

切
羽
移
動
時
」
で
は
、
掘
削
機
と
シ
ャ
ト
ル
カ
ー
（
掘
削

土
を
運
搬
す
る
車
両
）
を
連
結
し
た
状
態
で
切
羽
ま
で
移

動
し
ま
す
。
こ
の
際
、
掘
削
機
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
で
先

頭
車
両
前
方
に
人
が
い
な
い
か
な
ど
確
認
で
き
ま
す
。「
②

移
動
後
、
連
結
切
離
」
で
は
、
切
羽
に
移
動
完
了
後
、
掘

削
機
と
シ
ャ
ト
ル
カ
ー
の
連
結
切
り
離
し
を
行
う
際
、

シ
ャ
ト
ル
カ
ー
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
で
作
業
員
が
連
結
棒

の
ピ
ン
取
り
外
し
作
業
が
完
了
し
て
い
る
か
ど
う
か
確
認

で
き
ま
す
。

　
「
③
掘
削
完
了
後
、
シ
ャ
ト
ル
カ
ー
誘
導
時
」
で
は
、

掘
削
機
を
後
進
さ
せ
る
た
め
シ
ャ
ト
ル
カ
ー
に
連
結
す
る

際
に
、
シ
ャ
ト
ル
カ
ー
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
に
よ
り
誘
導

員
を
目
視
確
認
で
き
ま
す
。「
④
掘
削
機
と
シ
ャ
ト
ル
カ
ー

連
結
時
」
で
は
、
掘
削
機
と
シ
ャ
ト
ル
カ
ー
の
連
結
を
行

う
際
、
シ
ャ
ト
ル
カ
ー
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
で
作
業
員
が

連
結
棒
の
ピ
ン
取
付
け
作
業
が
完
了
し
て
い
る
か
ど
う
か

前方確認用カメラシステムの具体的な活用方法

①掘削機切羽移動時

②移動後、連結切離

下面方向を撮影

下面方向を撮影
（従業員の手元確認も可能）

切り離し箇所
（連結棒をピン取り外しにて）

推進方向を撮影切羽付近まで推進運転にて移動

連結ピン取外し後、坑口側へ後進

バッテリーロコ
（駆動車）

シャトルカー 堀削機

バッテリーロコ
（駆動車）

シャトルカー 堀削機

推進方向

切 

羽

切 

羽

坑 

口 

側

坑 

口 

側

③掘削完了後、シャトルカー誘導時

④掘削機とシャトルカー連結時

下面方向を撮影
推進方向（切羽）を撮影作業員の指示に従い連結部まで推進

作業員の指示に従い連結部まで推進⇔後進の微調整で連結ピン取付

バッテリーロコ
（駆動車）

シャトルカー 堀削機

バッテリーロコ
（駆動車）

シャトルカー 堀削機

推進

推進

推進後進

切 

羽

坑 

口 

側

坑 

口 

側
切 

羽

坑口側

バッテリーロコ
（駆動車）

シャトルカー

運転席からの視界

最後尾ロコ運転席からの目視確認
【従来技術】

前方確認用カメラ2台で見える化
【新技術】

運転席からは先頭車両前方や連結
作業箇所の状況が目視できない

カメラ設置により運転席モニタで目視可能となるため、
より安全に注意しながら運転操作が可能となる

堀削機

運転席受信側アンテナ

運転席受信側モニタ

先頭車両発信側カメラ

カメラ カメラ
推進

切羽付近まで推進運転にて移動

モニタ映像

切 

羽

前方確認用カメラシステム概要
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確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
坑
内
の
通
信
網
で
す
が
、
五
号
バ
イ

パ
ス
ト
ン
ネ
ル
は
一
、〇
九
六
m
、
六
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン

ネ
ル
は
四
〇
〇
m
あ
り
、
４
G
L
T
E
モ
バ
イ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
通
信
速
度
低
下
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
各
バ
イ

パ
ス
ト
ン
ネ
ル
全
域
を
網
羅
で
き
る
よ
う
光
回
線
を
用
い

た
坑
内
Ｗ
ｉ
-Ｆ
ｉ
環
境
を
構
築
し
ま
し
た
。
ま
た
、
坑

内
及
び
坑
外
作
業
状
況
が
事
務
所
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
、

ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
弊
社
職
員
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
直
接
指
示
を
伝
達
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
ま
し
た
。

│
新
た
な
I
C
T
の
導
入
は
、
高
効
率
・
高
精
度
な
施

工
を
可
能
に
す
る
ば
か
り
か
、
労
働
災
害
の
防
止
に
も
有

効
で
あ
る
こ
と
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。
大
変
勉
強
に
な

り
ま
す
。
関
連
で
お
聞
き
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
新
技
術
は
、

日
頃
の
発
注
者
と
の
協
議
に
も
活
か
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

仁
後　

当
現
場
は
、
関
東
農
政
局
三
方
原
用
水
二
期
農
業

水
利
事
業
所
よ
り
約
一
八
㎞ 
、
車
で
片
道
四
五
分
程
度
の

移
動
時
間
を
要
す
る
場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感
染
症
対
策
も
必
須
と
な
っ
た
状

況
下
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
前
述
し
た
光
回
線
を
用
い
た

Ｗ
ｉ
-Ｆ
ｉ
環
境
を
利
用
し
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
に

よ
り
撮
影
し
た
映
像
と
音
声
を
配
信
し
、
双
方
向
通
信
に

よ
り
会
話
を
し
な
が
ら
遠
隔
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
現
場
で
の
立
会
を
リ
モ
ー
ト
に
て
行
い
ま
し
た
。
リ

モ
ー
ト
を
活
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
場
管
理
に
お
け
る

待
ち
時
間
等
も
解
消
さ
れ
、
業
務
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
し

た
。│

最
後
に
、
工
事
完
了
に
向
け
て
抱
負
や
希
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

仁
後　

五
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
令
和
三

年
四
月
一
日
に
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し
、
令
和
四
年
三
月
末

に
竣
工
検
査
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
六
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン

ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
三
月
末
の
ト
ン
ネ
ル
貫
通

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
三
方
原
用
水
の
耐
震
化
事
業
計
画

に
遅
れ
が
生
じ
な
い
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
工
事
を

無
事
故
無
災
害
で
完
成
で
き
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

や
ら
ま
い
か
精
神
と
浜
松
市
の
未
来

│
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
安
全
第
一

で
工
事
を
進
め
て
下
さ
い
。
工
事
の
円
滑
な
進
捗
と
無
事

故
無
災
害
で
の
完
成
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

で
は
、
本
日
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ま
と
め
と
し
て
、
地

元
関
係
者
の
皆
様
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
馬
淵
所
長
に

お
伺
い
し
ま
す
。
こ
の
国
営
事
業
を
契
機
と
し
た
所
長
の

夢
を
お
話
し
下
さ
い
。

馬
淵　

何
も
な
か
っ
た
不
毛
の
地
か
ら
、
前
歴
事
業
に
よ

り
全
国
区
の
農
業
地
帯
と
な
り
、
そ
し
て
二
期
事
業
に
よ

り
更
な
る
豊
穣
の
未
来
へ
、
ホ
ッ
プ
、
ス
テ
ッ
プ
、
ジ
ャ

ン
プ
と
進
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
都
市
近
郊

の
農
業
地
帯
が
今
後
と
も
更
に
発
展
し
、
他
地
区
の
モ
デ

ル
と
な
れ
ば
、
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
遠
州
に
は
、「
や

ら
ま
い
か
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。「
や
っ
て
み

よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」「
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い

う
意
味
で
す
が
、
こ
れ
が
起
業
家
精
神
と
も
結
び
つ
い
て

工
業
も
発
展
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
農
業
も
同
様

で
す
。
ま
だ
ま
だ
伸
び
ま
す
。

　

二
期
事
業
は
厳
し
い
断
水
制
限
な
ど
工
事
実
施
に
制
約

5 号バイパストンネル坑内写真

5号バイパストンネル掘削状況

国営事業地区探訪

が
多
く
簡
単
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
仕
事
の
先
に
浜

松
市
、
浜
松
市
民
が
い
る
こ
と
を
常
に
心
に
刻
み
業
務
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
通
じ
て
地
域
の「
や
ら
ま
い
か
精
神
」を
く
す
ぐ
り
、
更

な
る
浜
松
市
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

│
最
後
に
、
近
年
、
大
き
な
関
心
事
に
な
っ
て
い
ま
す

「
働
き
方
改
革
」に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
事
業
所
で
は
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
現

状
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

馬
淵　

残
業
規
制
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
出
勤
制
限
な
ど
の
中
、

も
の
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
全
国
の
事
業
所
は
事
業
実
施

に
苦
労
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
は
収
束
し
て

い
ま
せ
ん
し
今
後
も
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
業
務
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
は
必
須
で
す
が
そ
れ
で
十
分
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
丁
場
の
業
務
を
走
り
切
る
に
は
業
務

分
担
の
平
準
化
や
職
員
の
健
康
管
理
も
含
め
て
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
「
働
き
方
改
革
」
と
い
う
と
狭
い
意
味
で
「
残
業
縮
減
」

と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
働
く
意

欲
、
や
り
甲
斐
を
増
す
こ
と
も
目
標
の
一
つ
だ
と
考
え
ま

す
。
ｗ
ｅ
ｂ
で
現
場
の
状
況
が
見
ら
れ
る
便
利
な
世
の
中

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
自
体
は
歓
迎
す
べ
き
で
す
が
、
一

方
で
技
術
の
継
承
の
観
点
か
ら
、
若
い
職
員
を
も
っ
と
現

場
に
行
か
せ
た
い
と
も
考
え
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
み
に

終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
伴
い
ま
す

が
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
重
要
な
課
題
だ
と
思

い
ま
す
。

│
仁
後
所
長
さ
ん
に
も
同
じ
質
問
に
な
り
ま
す
が
、
取

り
組
ん
で
い
る
現
状
や
課
題
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

仁
後　

建
設
業
界
を
永
続
的
に
発
展
・
存
続
さ
せ
て
い
く

う
え
で
も
「
働
き
方
改
革
」
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

弊
社
で
も「
働
き
方
改
革
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
策
定
し
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
時
間
外
労
働
の
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
場
に
お
い
て
も
、
六
号
バ
イ

パ
ス
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
つ
い
て
は
四
週
八
休
を
実
践
し
て

い
ま
す
。
五
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
つ
い
て
も
極

力
土
曜
日
作
業
を
排
除
で
き
る
よ
う
工
程
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
。
建
設
業
界
全
体
で
残
業
時
間
を
削
減
し
、
土
曜

日
は
休
み
の
日
と
い
う
当
た
り
前
の
感
覚
を
持
た
な
い
と
、

若
い
担
い
手
を
今
後
確
保
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

│
発
注
者
・
受
注
者
の
双
方
の
「
働
き
方
改
革
」
が
実

現
で
き
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
に
な
る
よ
う
に
。
ま
た
、

事
業
が
早
期
完
了
し
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
三
方
原
用
水
が
、

地
域
農
業
や
浜
松
市
の
益
々
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。本
日
は
、長
時
間
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

PROFILE

馬
ま

淵
ぶち

　誠
せい

司
じ

 所長

関東農政局
三方原用水二期
農業水利事業所長

　昭和37年鳥取県生まれ。昭和61年筑波大学を卒
業後、同年農林水産省に入省。これまでに、農村振
興局、経済局国際部、東北局、関東局、北陸局、東
海局、九州局で勤務。農水省以外では、国土庁、内
閣府、環境省、国土交通省、農業工学研究所、全国
土地改良事業団体連合会、国際協力機構本部、フィ
リピン国（JICA専門家）で出向を経験。
　工事は安全第一、働く者としては健康第一、そし
て公務員としては地元第一です。国営事業があって
良かったと思っていただけるよう頑張りたいと思い
ます。
　見かけによらず若い頃はサッカーをやっていまし
たが、今は片道約40分の徒歩通勤が唯一の運動で
す。コロナ収束後は市内各所を巡るつもりです。趣
味は囲碁と数独。好きな食べ物は三ケ日みかん、浜
松餃子など。

PROFILE

仁
に

後
ご

　祐
ゆう

輔
すけ

 所長

株式会社大本組
三方原5号・6号トンネル作業所長

　昭和46年岡山県生まれ。平成6年岩手大学農学部
農業土木学科を卒業後、株式会社大本組に入社。入
社後、中国・九州・四国・東北地区で道路トンネル
工事に従事。農業農村整備事業では、吉野川下流域
農地防災事業にて2連箱型水路の工事に従事。東日
本大震災では農地の除塩実証試験業務を経験。
　現場では、職員及び協力業者の全員が、意見を言
える環境づくりが大切だと思っています。一個人が
経験する現場数には限りがあります。様々な現場を
経験された方々の多くの意見を集約することで、現
場をより良いものにできるのではと考えています。
　私も50歳となり人生の節目を感じるようになり
ました。40代では、フルマラソンと富士山登山に
初挑戦できました。50代でも人間力アップのため
何かを達成したいと思っています。
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確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
坑
内
の
通
信
網
で
す
が
、
五
号
バ
イ

パ
ス
ト
ン
ネ
ル
は
一
、〇
九
六
m
、
六
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン

ネ
ル
は
四
〇
〇
m
あ
り
、
４
G
L
T
E
モ
バ
イ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
通
信
速
度
低
下
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
各
バ
イ

パ
ス
ト
ン
ネ
ル
全
域
を
網
羅
で
き
る
よ
う
光
回
線
を
用
い

た
坑
内
Ｗ
ｉ
-Ｆ
ｉ
環
境
を
構
築
し
ま
し
た
。
ま
た
、
坑

内
及
び
坑
外
作
業
状
況
が
事
務
所
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
、

ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
弊
社
職
員
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
直
接
指
示
を
伝
達
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
ま
し
た
。

│
新
た
な
I
C
T
の
導
入
は
、
高
効
率
・
高
精
度
な
施

工
を
可
能
に
す
る
ば
か
り
か
、
労
働
災
害
の
防
止
に
も
有

効
で
あ
る
こ
と
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。
大
変
勉
強
に
な

り
ま
す
。
関
連
で
お
聞
き
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
新
技
術
は
、

日
頃
の
発
注
者
と
の
協
議
に
も
活
か
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

仁
後　

当
現
場
は
、
関
東
農
政
局
三
方
原
用
水
二
期
農
業

水
利
事
業
所
よ
り
約
一
八
㎞ 
、
車
で
片
道
四
五
分
程
度
の

移
動
時
間
を
要
す
る
場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感
染
症
対
策
も
必
須
と
な
っ
た
状

況
下
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
前
述
し
た
光
回
線
を
用
い
た

Ｗ
ｉ
-Ｆ
ｉ
環
境
を
利
用
し
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
に

よ
り
撮
影
し
た
映
像
と
音
声
を
配
信
し
、
双
方
向
通
信
に

よ
り
会
話
を
し
な
が
ら
遠
隔
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
現
場
で
の
立
会
を
リ
モ
ー
ト
に
て
行
い
ま
し
た
。
リ

モ
ー
ト
を
活
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
場
管
理
に
お
け
る

待
ち
時
間
等
も
解
消
さ
れ
、
業
務
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
し

た
。│

最
後
に
、
工
事
完
了
に
向
け
て
抱
負
や
希
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

仁
後　

五
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
令
和
三

年
四
月
一
日
に
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し
、
令
和
四
年
三
月
末

に
竣
工
検
査
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
六
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン

ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
三
月
末
の
ト
ン
ネ
ル
貫
通

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
三
方
原
用
水
の
耐
震
化
事
業
計
画

に
遅
れ
が
生
じ
な
い
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
工
事
を

無
事
故
無
災
害
で
完
成
で
き
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

や
ら
ま
い
か
精
神
と
浜
松
市
の
未
来

│
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
安
全
第
一

で
工
事
を
進
め
て
下
さ
い
。
工
事
の
円
滑
な
進
捗
と
無
事

故
無
災
害
で
の
完
成
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

で
は
、
本
日
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ま
と
め
と
し
て
、
地

元
関
係
者
の
皆
様
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
馬
淵
所
長
に

お
伺
い
し
ま
す
。
こ
の
国
営
事
業
を
契
機
と
し
た
所
長
の

夢
を
お
話
し
下
さ
い
。

馬
淵　

何
も
な
か
っ
た
不
毛
の
地
か
ら
、
前
歴
事
業
に
よ

り
全
国
区
の
農
業
地
帯
と
な
り
、
そ
し
て
二
期
事
業
に
よ

り
更
な
る
豊
穣
の
未
来
へ
、
ホ
ッ
プ
、
ス
テ
ッ
プ
、
ジ
ャ

ン
プ
と
進
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
都
市
近
郊

の
農
業
地
帯
が
今
後
と
も
更
に
発
展
し
、
他
地
区
の
モ
デ

ル
と
な
れ
ば
、
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
遠
州
に
は
、「
や

ら
ま
い
か
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。「
や
っ
て
み

よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」「
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い

う
意
味
で
す
が
、
こ
れ
が
起
業
家
精
神
と
も
結
び
つ
い
て

工
業
も
発
展
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
農
業
も
同
様

で
す
。
ま
だ
ま
だ
伸
び
ま
す
。

　

二
期
事
業
は
厳
し
い
断
水
制
限
な
ど
工
事
実
施
に
制
約
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が
多
く
簡
単
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
仕
事
の
先
に
浜

松
市
、
浜
松
市
民
が
い
る
こ
と
を
常
に
心
に
刻
み
業
務
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
通
じ
て
地
域
の「
や
ら
ま
い
か
精
神
」を
く
す
ぐ
り
、
更

な
る
浜
松
市
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

│
最
後
に
、
近
年
、
大
き
な
関
心
事
に
な
っ
て
い
ま
す

「
働
き
方
改
革
」に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
事
業
所
で
は
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
現

状
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

馬
淵　

残
業
規
制
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
出
勤
制
限
な
ど
の
中
、

も
の
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
全
国
の
事
業
所
は
事
業
実
施

に
苦
労
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
は
収
束
し
て

い
ま
せ
ん
し
今
後
も
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
業
務
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
は
必
須
で
す
が
そ
れ
で
十
分
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
丁
場
の
業
務
を
走
り
切
る
に
は
業
務

分
担
の
平
準
化
や
職
員
の
健
康
管
理
も
含
め
て
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
「
働
き
方
改
革
」
と
い
う
と
狭
い
意
味
で
「
残
業
縮
減
」

と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
働
く
意

欲
、
や
り
甲
斐
を
増
す
こ
と
も
目
標
の
一
つ
だ
と
考
え
ま

す
。
ｗ
ｅ
ｂ
で
現
場
の
状
況
が
見
ら
れ
る
便
利
な
世
の
中

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
自
体
は
歓
迎
す
べ
き
で
す
が
、
一

方
で
技
術
の
継
承
の
観
点
か
ら
、
若
い
職
員
を
も
っ
と
現

場
に
行
か
せ
た
い
と
も
考
え
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
み
に

終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
伴
い
ま
す

が
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
重
要
な
課
題
だ
と
思

い
ま
す
。

│
仁
後
所
長
さ
ん
に
も
同
じ
質
問
に
な
り
ま
す
が
、
取

り
組
ん
で
い
る
現
状
や
課
題
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

仁
後　

建
設
業
界
を
永
続
的
に
発
展
・
存
続
さ
せ
て
い
く

う
え
で
も
「
働
き
方
改
革
」
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

弊
社
で
も「
働
き
方
改
革
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
策
定
し
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
時
間
外
労
働
の
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
場
に
お
い
て
も
、
六
号
バ
イ

パ
ス
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
つ
い
て
は
四
週
八
休
を
実
践
し
て

い
ま
す
。
五
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
つ
い
て
も
極

力
土
曜
日
作
業
を
排
除
で
き
る
よ
う
工
程
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
。
建
設
業
界
全
体
で
残
業
時
間
を
削
減
し
、
土
曜

日
は
休
み
の
日
と
い
う
当
た
り
前
の
感
覚
を
持
た
な
い
と
、

若
い
担
い
手
を
今
後
確
保
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

│
発
注
者
・
受
注
者
の
双
方
の
「
働
き
方
改
革
」
が
実

現
で
き
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
に
な
る
よ
う
に
。
ま
た
、

事
業
が
早
期
完
了
し
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
三
方
原
用
水
が
、

地
域
農
業
や
浜
松
市
の
益
々
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。本
日
は
、長
時
間
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

PROFILE

馬
ま

淵
ぶち

　誠
せい

司
じ

 所長

関東農政局
三方原用水二期
農業水利事業所長

　昭和37年鳥取県生まれ。昭和61年筑波大学を卒
業後、同年農林水産省に入省。これまでに、農村振
興局、経済局国際部、東北局、関東局、北陸局、東
海局、九州局で勤務。農水省以外では、国土庁、内
閣府、環境省、国土交通省、農業工学研究所、全国
土地改良事業団体連合会、国際協力機構本部、フィ
リピン国（JICA専門家）で出向を経験。
　工事は安全第一、働く者としては健康第一、そし
て公務員としては地元第一です。国営事業があって
良かったと思っていただけるよう頑張りたいと思い
ます。
　見かけによらず若い頃はサッカーをやっていまし
たが、今は片道約40分の徒歩通勤が唯一の運動で
す。コロナ収束後は市内各所を巡るつもりです。趣
味は囲碁と数独。好きな食べ物は三ケ日みかん、浜
松餃子など。

PROFILE

仁
に

後
ご

　祐
ゆう

輔
すけ

 所長

株式会社大本組
三方原5号・6号トンネル作業所長

　昭和46年岡山県生まれ。平成6年岩手大学農学部
農業土木学科を卒業後、株式会社大本組に入社。入
社後、中国・九州・四国・東北地区で道路トンネル
工事に従事。農業農村整備事業では、吉野川下流域
農地防災事業にて2連箱型水路の工事に従事。東日
本大震災では農地の除塩実証試験業務を経験。
　現場では、職員及び協力業者の全員が、意見を言
える環境づくりが大切だと思っています。一個人が
経験する現場数には限りがあります。様々な現場を
経験された方々の多くの意見を集約することで、現
場をより良いものにできるのではと考えています。
　私も50歳となり人生の節目を感じるようになり
ました。40代では、フルマラソンと富士山登山に
初挑戦できました。50代でも人間力アップのため
何かを達成したいと思っています。
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